
① [第25号]     (社 )日本労働安全衛生コンサルタント会      (平 成18年)

( 社) 日 本 労 働 安 全 衛 生 コ ンサ ル タ ン ト会

(動神奈川支部ニュース
( 第 2 5 号) 慮1報1委1員1会

1却Slli滅■巌薫紳Sll競lt海12志:1競森も

挨拶する石渡支部長定期総会 『ワークピア横浜』6月16日 (金)

平
成
１８
年
６
月
１６
日

（金
）

午
後
３
時
３０
分
よ
り

「
ワ
ー
ク

ピ
ア
横
浜
」
に
て
、

（社
）
日
本

労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
神
奈
川
支
部
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

斎
常
任
理
事
の

司
会
で
始
ま
り
、

石
渡
支
部
長

よ
り
挨
拶
の
中
で
、

昨
年
度
は

①
事
業
部
研
修
が
活
発
に
お
こ

な
わ
れ
た
②
労
働
衛
生
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
集
い
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
③
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
④
個
人
情
報
保
護
法
の

絡
み
で
や
や
事
業
部
活
動
に
支

障
を
き
た
し
た
と
の
話
し
が
あ

っ
た
。

引
き
続
い
て
第

一
号
議
案
か

ら
第
五
号
議
案
ま
で
の
審
議
に

入
り
、

支
部
か
ら
の
説
明
の
後
、

全
員
異
議
な
く
可
決
さ
れ
た
。

次
い
で
、

平
成
１８

，
‐９
年
度
の

新
役
員
を
選
出
し
た
。

新
支
部

長
進
石
渡
弘

一
先
生
．が

選
任
さ

れ
、

新
事
業
部
長
の
石
原
光
雄

先
生
と
共
に
、

今
後
二
年
間
、

こ
の
体
制
で
支
部
を
運
営
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ご
来
賓
紹
介
の
後
、

神
奈
川

労
働
局
労
働
基
準
部
長
高
木
洋

一
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、

そ

の
中
で
県
の
死
亡
災
害
は
昨
年

と
同
水
準
で
あ

っ
た
が
、

休
業

４
日
以
上
災
害
で
は
、

４
．
５

％
増

で
、
３
年
連
続
の
増
加
と
な

っ

た
。

特
に
、

建
設

・
製
造
業
及

び
第
三
次
産
業
に
多
く
、

重
大

災
害
で
は
全
国
的
に
増
加
傾
向

で
あ
る
た
め
、

経
営
ト
ッ
プ
が

安
全
に
対
す
る
現
状
を
認
識
し
、

向
上
の
た
め
の
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
す
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

県
商
工
労
働
部
労
政
福
祉
課
長

井
上
良

一
様
か
ら
は
、

一雇
用
に

お
け
る
弱
者
で
あ
る
障
害
者
雇

用
率
は
、

残
念
な
が
ら
神
奈
川

県
は
最
下
位
で
あ
る
事
、

ま
た
、

県
の
保
養
施
設
の
新
し
い
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
。

最
後
に

（社
）
日
本
労
働
安
全

衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
の
沼

野
新
会
長
よ
り
、

（社
）
日
本
労

働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
の
地
域
組
織
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、

全
国
４７
支
部
を
ブ

ロ
ッ
ク
化
す
る
な
ど
の
再
編
成

を
考
え
て
い
る
と
挨
拶
さ
れ
、

無
事
平
成
１８
年
度
神
奈
川
支
部

総
会
は
終
了
し
た
。

次
い
で
午
後
５
時
過
ぎ
よ
り
、

石
原
事
業
部
長
の
司
会
で
、

各

ご
来
賓
の
挨
拶
、

乾
杯
の
後
、

情
報
交
換
会
に
入
り
、

和
気
あ

い
あ
い
の
中
、

小
川
副
支
部
長

の
中
締
め
で
閉
会
と
な
っ
た
。
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支 部 長

副支部長

専務理事

常任理事

平成18・19年度神奈川支部役員名簿
〔敬称略〕

石渡 弘 一
(衛生)   保 健

小川 朝 男 (安全)   電 気

石原 光 雄 (安全)   電 気

馬lle 洋一
(衛生)   保 健

盛嶋 一 喜 (安全)   化 学

磯野 信 雄 (安全)   機 械

斎  健 一 (衛生)   衛 生工学

桜井  勉 (安全)   機 械

白須 吉 男 (衛生)   衛 生工学

張江 正 信 (衛生)   衛 生工学

成田 安 二 (安全)   土 木

山内 貞 次 (安全)   化 学

阿部 龍 之 (安全 ・衛生)化学・衛生工学

者井 裕 也 (安全)   化 学

岡田 健 一
(安全)   土 木

苅部ひとみ (衛生)  保 健

鈴木 晴 男 (衛生)   保 健

田中 敏 夫 (安全)   土 木

中村 幸 男 (安全)   化 学

早川 義 久 (衛生)   衛 生工学

松本  弘 (安全 ・衛生)化学・衛生工学

丸山 英 樹 (安全)   機 械

三廻部員己 (安全)   土 木

宮岡  勇 (安全)   建 築

行友  浩 (安全)   土 木

緯岡 寛 治 (安全 ・衛生)電気・衛生工学

北條 一 虎 (衛生)   保 健

古賀 銭 也 (安全 ・衛生)機械・衛生工学

田中 辰 雄 (安全 ・衛生)機械`衛生工学

平成18・19年度事業部役員

〔敬称略・五十音順〕
石原 光 雄 (安全)  電 気

桜井  勉 (安全)  機 械

馬嶋 洋 一 (衛生) 保 健

山内 貞 次 (安全) 化 学

磯野 信 雄 (安全)  機 械

白須 吉 男 (衛生)  衛 生工学

田中 敏 夫 (安全)  土 木

中村 幸 男 (安全)  化 学

成田 安 二 (安全)  土 木

早川 義 久 (衛生)  衛 生工学

松本  弘 (安全・衛生)化 学・衛生工学

九山 英 樹 (安全)  機 械

岩井 裕 也 (安全)  化 学

小川 朝 男 (安全)  電 気

岡田 健 一
(安全)  土 木

西本 典 弘 (安全)  土 木

萩野 太 郎 (安全)  機 械

浜田 哲 夫 (安全)  化 学

宮岡  勇 (安全)  建 築

村田 度 高 (安全)  土 木

行友  浩 (安全)  土 木

鶴岡 寛 ヤ台 (安全・衛生)電 気・衛生工学

北條 一 虎 (衛生)  保 健

古賀 銭 也 (安全・衛生)機 械・衛生工学

爵嶋 一 喜 (安全) 化 学

事業部長

副事業部長

常任幹事

理

事

事

事

役

問

談相

顧

顧
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③ [第25号]

事

務

局

通

信

①
平
成
１８
年
２
月
９
日

（木
）

支
部
見
学
会

（出
席
者
２０
名
）

見
学
場
所
　
独
立
行
政
法
人
港
湾

空
港
技
術
研
究
所
及
び
海
上
自
衛

隊
潜
水
医
学
実
験
隊

見
学
終
了
後
、

久
里
浜
に
て
情
報

交
換
会
を
実
施

（参
加
者
１６
名
）

②
２
月
１７
日
（金
）
～
１８
日
（土
）

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

支
部
長
以
下
６
名
参
加

於
　
千
葉
県
九
十
九
里

③
２
月
２５
日

（土
）
剛

研
修
会

（出
席
者
２８
名
）

テ
ー
マ
ー
　
Ｂ
特
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
診
断
の
実
状
と
事
例

（事

例
発
表
）

テ
ー
マ
２
　
機
械
安
全
の
実
態
と

ハ
芝
復
の
左
円

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

④
４
月
１
日

（土
）

安
全
衛
生
管
理
特
別
指
導
等
事

業
場
診
断

（Ａ
特
）
打
合
会

（出
席
者
２０
名
）

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑤
５
月
１７
日

（土
）

（社
）
日
本
作
業
環
境
測
定
協
会

神
奈
川
支
部
総
会
に
支
部
長
出
席

⑥
５
月
２０
日

（土
）

事
業
部
全
体
会
議

（出
席
者
２０
名
）

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

全
体
会
議
終
了
後

「味
彩
」
に

お
い
て
情
報
交
換
会
を
開
催

（参
加
者
１８
名
）

②
６
月
８
日

（木
）

（社
）
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
東
京
支
部
総
会
に

支
部
長
出
席

③
６
月
１６
日

（金
）

神
奈
川
支
部
定
期
総
会

（出
席
者
３２
名
）

定
期
総
会
終
了
後
、

情
報
交
換

会
を
実
施

（参
加
者
２７
名
）

③
７
月
５
日

（水
）

神
奈
川
労
働
局
安
全
衛
生
表
彰

式
に
馬
嶋
副
支
部
長
出
席

◇

　

　

◇
　

　

◇

◇
支
部
雀
員
会
等

２
月
２５
日

（土
）
常
任
理
事
会

４
月
１５
日

（土
）
常
任
理
事
会

５
月
２０
日

（土
）
理
事
会

６
月
２４
日

（土
）
平
成
１８
年
度

第

一
回
常
任
理
事
会

◇
事
業
部
幹
事
会
等

４
月
１５
日

（土
）
常
任
幹
事
会

５
月
６
日

（土
）
常
任
幹
事
会

及
び
幹
当
入
西

６
月
２４
日

（土
）
平
成
１８
年
度

第

一
回
常
任
幹
事
会

、
推
進
月
間
Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ

ト

（本
部
作
成
）
を
労
働
局

・
各
労
働
基
準
監
督
署

・
関

係
団
体
及
び
企
業
へ
配
布
し

た

（約
五
千
部
）

、
県
下
各
地
区
で
行
わ
れ
る
全

国
安
全
週
間
推
進
大
会
の
場

を
お
借
り
し
て
、

安
全
衛
生

無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
た
。

、
事
業
部
員
４
名
に
よ
り
安
全

衛
生
無
料
巡
回
相
談
を
実

施
。

７
月
２９
日

（土
）
平
成
１８
年
度

第

一
回
事
業
部
研
修
会

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

◇
　
　

◇
　

　

◇

(社)日 本労働安全

な
お
、

第
二
回
目
以
降
の
研
修

会
及
び
支
部
役
員
会
等
の
実
施
予

定
は
別
掲
の
と
お
り
。

議
承
認
。

手
引
書
は

８
月
頃
印
刷
完
了
の

予
定
。

６
月
２３
日
　
「本
部
常
任
理
事
会
」

内
容

”
本
部
委
員
会
の
設
置

案
、

人
選
、

各
種
日

程
の
翌
笙
、

Ｂ
特
の

内
容
、

安
全
管
理
者

の
講
習
、

等
の
決
定
。

６
月
２９
日
　
「リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
教
材
作
成
委
員

全

目
的

一
Ｂ
特
リ
ス
ク
診
断
員

用
指
導
教
材

の
作

成
。

４
月
６
日
　
ギ

画
届
出
免
除
者

認
定
制
度
に
関
す
る

手
引
書
等
作
成
委
員

ハヽ不」

目
的

”
認
定
制
度
に
伴
う
、

評
価
員
登
録
規
程
、

手
引
書
の
作
成
。

４
月
２７
日

「計
画
届
出
免
除
者

認
定
制
度
に
関
す
る

手
引
書
等
作
成
委
員

〈
至

５
月
２９
日
　
「本
部
理
衰

正

目
的

”
上
記
評
価
員
登
録
規

程
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
承
認
さ

れ
、
６
月
１
日
よ
り

施
行
。

６
月
２４
日
神
奈
川
支

部
の
常
任
理
事
会
と

事
業
部
常
任
幹
事
会

に
資
料
提
供
し
報
告

済
み
。

６
月
１２
日
　
ギ

画
届
出
免
除
者

認
定
制
度
に
関
す
る

手
引
書
等
作
成
委
員

会
」

経
過

¨
上
記
手
引
書
案
の
審



(平成18年) (社)日本労働安全衛生コンサルタント会      [第 25号]④

平成18年度前期事業部研修会の開催について

平成18年度の前期研修会を下記の通 り開催 します。

一亡

1 研 修会スケジュール

2 会 場

3 時 間

4 CPD

5 会 費

6 受 講制限

かながわ労働プラザ (Lプラザ)

①のテーマ 13130～1500

② のテーマ 1 5 1 0 0 ～1 6 : 3 0

①およじ臓②のテーマを研修し3CPDと する。
5,000円/回 (資料代500円を含む)
ただし、事業部員は3,500円/回 とする

参加者が多い場合は、事業部員を優先します。

(社)

○
日本労働安全衛生コンサルタント会

神奈川支部
〒231‐0026横浜市中区寿町 1-4

かながわ労働プラザ7階
電 話 (045)633-3618
FAX (045)633-3618

回数 月  日 テーマ 講 師

ユ
06/7/29

(土)

①改正安衛法へのOsHMs面からの対応

②建設業における労働災害原因分析と再発

防止の方法

豊 田寿 夫

木 場 史 郎

つ
る

8/25

(金)

①少日数で危険有害要因を洗い出す方法

②引火性物質の貯蔵について

小 川 朝 男

癖 嶋 一 喜

つ
θ

9/23

(土)

①新構想によるoHsMsの展開

②建設業における安全管理の問題点

山梨 紘 栄

豊 田寿 夫

田 中彼 夫

4

10/28

(土)

①GHS・化学物質の分類表示について

②過重労働やストレスで起きる額関節症

浜 田哲 夫

馬 嶋 洋 一

5
11/25

(上)

①残留農薬のポジティブ・リストについて

②安全衛生配慮義務

山 内貞 次

松 本  弘

6 07/1/27(土 ) 事例発表予定 (2例 )別 途募集します。
，
′ 2 / 2 4 (土 ) 事例発表予定 (2例 )別 途募集します。


